
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■

・プレタスク

■ ・

・新出語句･表現の導入

・本文の読解

■ ･

・新出語句･表現の導入

・本文の読解

■

・タスク活動

・参考映像視聴

・プレゼン作成

■

・プレゼン作成①

■

・プレゼン作成②

■

・プレゼン発表

・まとめ
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実践例

 をどう扱うか

これまでは だけが比較的まとまった

分量の英文を読むことができる題材でした。しかし，

平成 年度版の からは，各

に が設定されるようになり，まとまった

英文を読むことができるようになりました。このよ

うに英文を読む機会が多くなることで，

と ，それぞれでの指導の一層の工夫が

必要だろうと考えました。そして， で

は本文を通読し，内容を理解した後にプラスアルフ

ァの活動を仕組むことにしています。

この では科学的な内容に関

する説明文が題材として扱われています。これまで

の では比較的話の流れが追いやすい物

語文や対話文などが多かったので，生徒たちにとっ

ては理解しやすかったと思われますが，説明文の場

合には書き手の思考の流れに沿って読み進めてい

く必要があるなど，若干難しい面があります。また，

読み終えた後に「ふ～ん。」と本文の内容に納得し

ただけで終わってしまう可能性もあります。私とし

てはこの の学習を通して自然と科学技

術の密接な関係を知り，そこから生徒たちに自然に

対する敬意を払う気持ちをもてるようになって欲

しいと願いました。

この単元では，目標を学習指導要領の「ウ 読む

こと」の指導事項にある「（オ）話の内容や書き手

の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理

由を示したりなどすることができるよう，書かれた

内容や考え方などをとらえること」におき，本文の

内容を読み取り，理解した後，最終的には自分の考

えをまとめて発表できるような単元構成を考えま

した。

   指導の実際

①簡単なタスクを用いながらの本文導入

この で扱われている話題は，生徒

にとって身近でありながらなかなか気づきにくい

ものであり，非常に興味深いと思いました。ですか

ら，いきなり，本文を導入して音読・内容理解を行

うのではもったいないと思い，少し生徒をハッとさ

せたり，ワクワクさせたりするようなものにできな

いかと考えました。そして，第１時の導入場面で

として何枚かの写真を示し（資料 ），

それが何であるかを考えさせました。

生徒たちは「 って何だろう。」などと

言いながら写真と選択肢の言葉をマッチングさせ

始めました。数分後答えを確認した後，次のような

問いかけを行いました。

「 」という言葉と身近なものに関する

内容ということへの興味からか，生徒たちの反応は

とてもいいものでした。

②音読指導の工夫

 内容に興味をもち始めたところで，デジタルテキ

ストを用います。まだこの段階では教科書は開きま

せん。教室のテレビにピクチャーカードを提示しな

がら全文を文字情報なしで 回ほど聞かせます。次

に，新出語句の確認･練習を行ってから本文の音読

を行います。通常次のような段階を踏んで音読を行

っています。

① または による

② または 主導による

③デジタルテキストで教科書画面を提示し

の後リピート

途中マスキング機能を利用して一部の単語や文

を隠した状態で音読させる。

オナモミ … あ，マジックテープ！

蚊… 針 注射針

あ，そうか。でも，鯨のヒレや蛾の目なん

て

一体何に使われているんだ？
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④

 事前に目標回数 回とか 回 を示した後，座っ

たままで 分間の間にできるだけたくさん読ま

せる。（後で回数を確認）

⑤もう一度全体で

⑥デジタルテキストの提示画面を見ながらシャド

ーイング

今回も上の①から④までを，かなり時間をかけて

練習したため⑤の段階ではほとんど教科書を見ず

に，モデルリーディングの音声だけで読んでいる生

徒もいました。⑥のシャドーイングでもほとんどの

生徒が「通し読み」の音声に遅れることなく音読が

できていました。

③内容理解の確認

さて，このようにして十分に本文を音読練習した

後，前半の ページ分の英文をデジタルテキストで

テレビ画面に提示しつつ，黙読させます。このとき，

テレビ画面を目で追ってもいいし，教科書を使って

もいいということにしました。何回か黙読させた後，

にある の表に読み取った内

容を記入させていきます。

ここでは本文が読み取れているかの確認ができ

ればいいと考えていますので，英語と日本語どちら

の記入も認めることにしました。生徒たちは自分た

ちが読み進めた文章を何度も見返しながら，表に記

述されている言葉を手がかりに表を埋めていきま

す。中にはどう記入していいのかわからない生徒も

いたので，例を示しながら個別に支援を行いました。

前半 ページの英文から表に埋められることがらを

全体で確認していきました。後半 ページについて

も前半と同じような流れで音読から表の完成まで

行いました。

ここまでの活動で，本文の内容はかなりつかめて

いる様子が見られたので， ページの内容を 語

程度にまとめ，何カ所か空欄にした英文を生徒たち

に提示し，その空欄を埋めて を完成させ

ることにしました。ほとんどの生徒が教科書本文を

見ることなしに，空欄に正しい語句を埋めていくこ

とができていました。

普段はこのように本文の内容理解を十分に行っ

たところで，タスク活動に入るのですが，今回はさ

らに映像資料を提示して，身近なところで利用され

ている自然の知恵について更に理解を深めさせよ

うと考えました。

④資料映像の視聴

そこで，まず更にいろいろな例を紹介しようと考

えて，ジャニン・ベニュス氏による に

関するプレゼンテーション

）の映像を生徒に提示し

ました。そして，教科書で示された例とベニュス氏

が映像の中で示した例の中から印象に残ったもの

を一つ選び，それについて自らがプレゼンを行うと

いうタスクを生徒たちに与えることにしました。日

本語字幕付きの 分弱の映像でしたが，ネイティ

ブの英語であることと，専門用語がやや多かったた

め，生徒たちは理解するのにかなり苦戦していまし

た。何度か途中で映像を止めたり，再度繰り返して

流したりするなどして，生徒たちに映像でどんな例

が紹介されているのかメモを取らせ，一番印象に残

ったものや，興味深かったものを選ばせました（資

料 ）。生徒たちは次のようなものを選んでいまし

た。

クモの糸。クモの糸が鉄に生かせるとは想像し

なかったし，鉄が軽量化したことにより将来の私た

ちの生活に生かされていくのが意外だったから。

クジラの尾。クジラは水中にいて，尾は水を押

し出すために使っている。でもそのクジラの尾を風

力発電の羽根に使うという発想がすごいと思いま

した。水中で泳いでいる生き物の中でクジラの尾が

特別な形をしていたんだなと思いました。

カワセミから新幹線の先頭車両。くちばしの形

を生かして新幹線の先頭車両に結びつく発想がお

動植物 作ったもの 類似点

・

・

・

・

・

雨をはじく

・
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もしろいと思いました。

合成木をビルに張り巡らし，水をくむ方法。ま

ず合成木を作ることがすごいけど，ビルの壁に貼り

付けて水をたくさん取り込めるようにするってこ

とがすごいと思う。ポンプなしで水を上に上げられ

るってことにおどろいた。

⑤調査活動とプレゼンの作成

生徒たちが選んだ例について十分な資料が見つ

からない可能性も考えて，この段階では二つまで調

べる対象を選ぶことを認めました。その後インター

ネットで，何の生物（自然）の特徴が，どんなこと

をきっかけに，どのようなもの（技術）に応用され

ていったのかについて，個々にワープロソフトでレ

ポート形式にまとめたり，プレゼンテーションソフ

トを用いてプレゼンテーションの形にまとめたり

させました。まとめるための言語は，本来ならば「英

語で」と言いたいところなのですが，言いたいこと

が十分伝わるということを第一に考え，英語でも日

本語でもいいということにしました。

情報源が英語や他の外国語のサイトでその内容

を理解･整理するのに手間がかかってしまったり，

なかなか欲しい情報が見つからなかったりして，ま

とめるのに苦労した生徒が多かったようです。その

ため，結果的に本文の内容理解に費やした時間とほ

ぼ同じ時間を使うことになってしまいました。

⑥プレゼンの発表と情報の共有

完成後は を交え，全体で簡単な発表会を行い，

お互いが調べた情報を共有し合いました。一人あた

り ～ 分程度の発表でしたが，どの生徒も他の生

徒の発表に熱心に耳を傾けていました。それぞれの

発表の後に から発表内容に関するいくつかの

簡単な質問をしてもらい，本単元の活動をまとめま

した。

 実践を振り返って

この の内容は私自身も初めて読ん

だときに興味をもちました。そして，それまでの自

分の における指導の仕方を振り返った

とき，十分に題材を教材化できていなかったのでは

ないかと反省しました。そこでこの単元ではリーデ

ィングを通して何か生徒たちが発信するような形

になることを願い，このような単元構成にしました。

概ね生徒たちは意欲的に活動に取り組んでくれ

ました。生徒たちはこの単元を終えるにあたり，次

のような感想を残しています。

◯自然からたくさん学ぶことがあると思いました。

みんなからもいいと思ったことは参考にしていき

たいと思いました。

◯視野を広げたり，見方を変えたりすることでいろ

いろなアイディアが得られることがわかった。

◯自然から得られるものが多く，自分たちだけの世

界ではないとわかった。

しかしながら，私個人としては次のような反省点も

残りました。

①若干，途中で生徒たちに見せたジャニン･ベニュ

ス氏の映像の情報量が多すぎて，一部の生徒には

「難しい」と感じられてしまった。

② の具体例を詳しく調べるといっても

これもかなり専門的な知識が必要となるため，まと

め自体が生徒たちにとって難しいものであった。

 今後もこのようなリーディング教材を扱っていく

際は，単に書き手の意図を理解するだけではなく，

書き手の考えに対する自分の思いや考えを発信で

きるような授業形態や単元構成を構想していく必

要があると感じました。そうすることで，生徒の主

体的な取り組みを促し，更には 技能統合を目指す

指導にもつながるのではないかと考えます。


